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　第７章　　結論
　　7-1． 研究まとめ
　本論文は、集落の空間における空間の中の視点の移動による視界の変化を
立体角量によって定量化する評価手法を用いて、住居の各空間内の開放性と
閉鎖性を考察し、その空間のもつ特性を解明することを目的として、その調
査事例として東アジアにおけるタイプの違う３つの高密度集落を取り上げて
研究結果をまとめた。
　本章では、結論として第１章から第 6章までをまとめている。
　第１章では、「研究目的と背景」では、研究背景として集落空間を構成す
る要素は個別にだけではなく、要素の集合体として開放性・閉鎖性を作り出
し、その空間の性質は視界の変化によって理解されると考えられ、視界の変
化による集落空間の評価手法の必要性について述べ、研究の目的、方法、意
義、論文構成について記した。研究方法と意義では、本研究は集落の住居空
間に重点をおいて、視界の変化を開放性と閉鎖性という観点から空間を捕え
る手法として立体角量による分析方法を使っているが、これは集落空間を数
学的、定量的に捕えた分析方法として、集落の研究において新しい方法であ
ることで意義があると述べている。また、対象集落における文化人類学的意
義、建築学的意義について指摘している。
　
　第 2章「集落空間の評価手法と空間知覚・視覚的尺度について」では、“立
体角とは「見かけの大きさ」あるいは「見かけの面積」であり「網膜の大き
さ（面積）」といえる。網膜象と「見えている」像の大きさの差は、その人
間の意識あるいは、潜在意識に何らかの影響を与えているはずである”と指
摘し、空間尺度としての視覚的尺度、視覚的尺度としての立体角量の有用性
を示した。人間の視覚的潜在意識にある空間的特性を網膜と同じ魚眼レンズ
という定量的・客観的な判断基準を使うことで集落に対してより人間的空間
評価の指標になることをあきらかにした。
　また、既往研究からの位置づけでは、立体角量と空間尺度に関するこれま
での研究を参考して、さらに立体角量の分析方法を応用したかたちで発展さ
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せている点で他の研究との異なる点を述べている。本研究がこれまでの研究
と異なる点は求められた立体角量をさらに仮想壁、視覚距離や開閉分布図な
どに応用することでその空間の性質を明らかにしている点である。これらの
分析方法の定義については、本論で各集落の研究内容とともにまとめた。
　本論の第３章「韓国南沙里における視界の開放性と閉鎖性による空間特性」
では、　韓国の伝統的住居において生活の中心的空間であるマルを取り上げ、
南沙里におけるマルのもつ視覚的空間性質について考察した。半屋外である
マルはプライバシーを守りながらも住居の中で開放性の強い空間として様々
なフィルターの重なり合いによってできあがり、視覚的に調整可能な空間に
なっていることがわかった。マルが開放性と閉鎖性を併せ持つ空間となって
いる理由として、伝統住居の中でのマルの役割であること、また、逆に伝統
的住居の中でマルのもつ役割は開放性と閉鎖性を併せ持つ空間でなければ成
り立たない空間であることを指摘した。ここで伝統的住居の中でマルのもつ
役割について説明すると共に、視界の変化（生活パターンに基づいた視点の
移動：ここでは水平移動、垂直移動において分析を行なった）におけるマル
の空間性質の変化についてまとめた。視界の開放性と閉鎖性の調整すること
ができるマルの空間性は今後高密度都市における集住形態においても充分応
用が可能であることを明かにした。
　第４章「台湾蘭嶼島ヤミ族におけるレベル差による視界の変化が生む意識
的距離とその集合形態」では、文化人類学的にも建築学的にも価値の高いヤ
ミ族の伝統的住居の特徴に注目してその集落と住居空間の性質を明らかにし
た。
　傾斜面に建てられているヤミ族住居は住居形式からみて分棟式（主屋－副
屋－涼台）なっていることと主屋の場合掘下げて建てられることが特徴であ
る。機能別に分棟された住居は各建物が違う床レベルを持つことで様々な視
界の高さが生まれる。その視界の高さによる各住居空間の視点における立体
各量を視覚距離に置き換えることができる。そこで、実距離と視覚距離との
違いから空間的特徴を明かにすることができた。ここでいう「視覚距離」と
は、ある物体を見るとき、その観察地点からの距離ｒとその立体角量ｘは反
比例の関係にあることから、各建物の立体角量 (％ ) の逆数をとり、さらに
その対数を取ったモノを視覚上における距離を示している。この分析方法か
ら、家屋の涼み台からの視覚距離上における配置図と実測距離上における配
置図の比較を行うと、実測距離上では撮影地点から遠方にある涼み台や副屋
と近くにある副屋の位置関係が、視覚距離上では逆になるという配置関係の
逆転現象が頻繁に見られた。これは、掘り下げられた主屋は、二次的に発生
した壁面が視覚的フィルターとして働いたことにとって、主屋の立体角量の
値はきわめて小さい値を取ったことによる。また、レベルの高い副屋や涼み
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台は二次的に発生したフィルターの働きが弱まり、視覚的な境界が主屋に比
べ曖昧になっている空間的特徴を明かにした。立体各量の視覚距離への応用
は今後集合住宅や建物と建物の間の臨棟間隔を決める基準として D/H の理
論と一緒に検討していく価値のある分析方法であると確信している。
　第５章「台湾蘭嶼島ヤミ族における近代化による住居空間の変容」では、
ヤミ族社会の近代化とともに変遷して来た住居形式の変化において空間性質
がどのように変容したのかを明かにした。
　まず、住居形式には 1966 年から 1978 年間に政府によって建てられた国
民住宅と 1980 年以降、国民住宅を壊して新しく作られた新型住宅がある。
本研究では全村における国民住宅と新型住宅の実測調査を行いその平面図に
作成した。おそらくヤミ族研究において近代化住宅に関する実測調査を行な
ったのはわれわれが初めてであると思われる。というのはこれまで伝統家屋
の価値だけが注目されており、近代化による住宅の場合、形だけからみてそ
の空間性がヤミ族の社会や文化などを継承したものになってないという偏
見から他の研究者からはあまり注目されてなかったからである。しかし、本
研究により近代化住宅の価値と意義を視覚的空間性質の調査から明かにさ
れた。その分析方法として開閉分布図を使っているが、「開閉分布図」とは、
立体各量の構成要素を分類する際に、その要素を開放的要素－閉鎖的要素に
分けてそれを開放要素に対する閉鎖要素の割合によって空間の開放度・閉鎖
度の状態をＳ（Ｓ≧０）とした図である。次に、その開閉分布図から推察さ
れる内部空間の展開について説明すると、開閉分布図の状態がまばらに幅広
いほどその家屋には様々な状態の空間が存在することを表す。つまり、空間
内での移動に伴う開放要素・閉鎖要素の変化量が頻繁に発生することが考え
られる。このような空間状態にあることで、、家屋の中で様々な状態の空間
を使い分け、ある時は開放性を持ち、ある時は閉鎖性を持つことができる空
間ということができるだろう。逆に開閉分布図の状態が密であるほどその家
屋には均質な空間が存在することを表す。家屋内での移動に伴う立体角量の
変化量は当然少ない。
　よって、開閉分布図の分析による３つの住居空間の特徴は以下にまとめら
れた。伝統家屋においては、その空間の開放度・閉鎖度は生活と結びついた
ものであった。主屋の閉鎖性は、貴重な食料を保存するための燻製を作るた
めの空間であり、また涼台の開放性は、集落内に広場や集会所を持たないヤ
ミ族社会において重要な社会との接点としての役割を果たしていたのであ
る。そのような生活を送る彼らにとって、国民住宅の均質な空間性が受け入
れがたかったのは容易に想像がつく。近代的な生活がまだ浸透していないヤ
ミ族が国民住宅を増改築するのは必然的なことだったといえる。
　増改築後の国民住宅においては、まず４室中２室の海側・山側個室の間仕
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切り壁を破壊して居間にしていて、海側に涼台、山側に台所・居室、側面に
居室という住居形式が基本パターンである。開閉分布図の分析から、この山
側の空間である居間と個室の閉鎖度は格段に増加し、家屋内の段階的な空間
の変化を生み出す要因となっていることが分かった。これに加え、海側に涼
台などの開放的な空間を作ることで、背後の住居空間を閉鎖的な空間として
仕上げている。こうして増改築後の国民住宅には、伝統家屋と同様様々な開
放度・閉鎖度が混在する空間となり、視点の移動に伴い開放・閉鎖が変化す
る空間となっていることがわかった。
　新型住宅を見てみると、新型住宅の空間構成、空間性は台所の配置、涼台
の設置などわずかに見て取ることが可能であるが、その空間性について検証
してみると異質なものに置き換わりつつあることがわかった。そして伝統家
屋や増改築を施した国民住宅には視点の移動によって様々な開放度・閉鎖度
を持った空間が分布する空間が生まれていたのに対し、新型住宅では建設当
初の国民住宅が持つ均質な空間へと変容しており、それが生活の変化による
空間に対する要求の変化が引き起こしたものであることから、ヤミ族住居と
生活は密接に関係を持った空間であることがわかった。
　以上、国民住宅においては、既存の国民住宅の周囲に空間を取り付けるこ
とで既存空間を閉鎖的な空間に変質させ、増改築した空間に解放性を持たせ
ることで開放度・閉鎖度が重なりあった空間を形成していた。つまり、その
家屋内に見られる空間性は伝統家屋のそれと同質のものとなっていたことが
分かった。しかし、その後貨幣経済の流入、伝統生活の衰退と近代的生活の
浸透、近代的な建設技術の流入によって、現在建てられる新型住宅の空間性
は１度拒否したはずの国民住宅における空間と同質なものとなってしまった
のである。そこで今後の蘭嶼島ヤミ族住居の課題としては住居の配置関係に
あると考えられる。伝統家屋、国民住宅それぞれ対をなすような集落での配
置関係の分析に加え、本研究で行った空間の変容を応用することで、新型住
宅の次なるステップの提案ができると指摘している。
　第６章「香港大澳（TaiO）における視界の方向差による公私領域の形成」
では、蛋民と呼ばれる水上居住民による水上棚屋における住居空間の特徴に
ついて研究したものである。
　水上住居はアジア、特に東アジアの水辺に見られる住居形式の一つであり、
かつて日本の瀬戸内海など周辺にも存在していた。このような理由から大澳
村におけるそのくらしや住居、文化について日本の水辺集落との関連性もみ
ることができると思い、注目した。また、現在は２万人しか残ってないが、
かつっては中国広州を中心として多い時には中国全土に 100 万人をくだら
なかったと言われている。戦前の広州だけでも10万人はいたとされている。
香港における水上居住者は近年から香港政府の陸上がり政策、経済的変化な
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どにより急激に減っている。大澳村はその中でかろうじで残っている数少な
い水上集落群の一つであり、近年その歴史的価値が認められている。
　大澳の水上棚屋は香港の蛋民と呼ばれる人たちによって形成された船上生
活群が完全な内陸への生活に転換せずに船と陸あがりの中間的住居形式であ
る。　大澳のほとんどの水上棚屋にはデッキが付属している（逆にデッキ上
のスペースの一部分が屋内空間として屋根と壁で取り囲まれていると見るこ
ともできる）が、これは個々の住戸に属する生活空間の拡張領域としての役
割と、水上棚屋群全体を結びつけ、人々の往来を可能にする通路としての役
割とを併せ持っている。内部空間は、基本的には奥に寝室が配置され入り口
となるデッキ側に居間が配置されるが、居間とデッキとの間の開口部は開け
放たれたままにされることが多く、デッキ上の空間は居間に連続して、さま
ざまな生活行為のための場として利用される。本研究では、このようなデッ
キスペースにおける特徴に注目し、仮想壁と視野角フィルターによる分析を
用いてその空間性について解明した。ここでいう「仮想壁フィルター」とは、
棚屋の壁面の延長線上に仮想の壁というフィルターを想定し、それぞれの撮
影地点におけるその壁の開放度／閉鎖度の濃度を測定したものだ。また、「視
野角フィルター」とは魚眼レンズによって撮影された画像はその円の中心か
ら外周に近付くなるに従って撮影方向に対する視野角が大きくなっていて、
ここではその大きくなっていく段階として３０°ごとに６つのフィルターを
想定したものだ。また、この二つのフィルターを画像に重ね合わせ、２つの
フィルターの両方に含まれる領域内の視線を遮るモノの占める割合を測定す
る。これによってデッキスペースにおける視界の方向差による視界の開放度
の差をその振れ幅から読み取ることのできるようにしたものである。
　以上の分析方法から以下の研究結果にまとめられた。
　デッキスペースにおいては仮想壁の中央付近には何もなく通行が可能とな
っているが、端の方に行くに従って家具やトイレ、シャワーブース等によっ
て視界が遮られているため、視線の方向差によってその視界の開放度は著し
く変化している。大澳のデッキスペースは視界の方向差によって公私領域を
変化させる空間的性質を持っているということが検証された。つまり大澳に
おける公私錯綜領域であるデッキスペース、或いはデッキスペースと同様に
使われている道においては、通路方向としての視界では開かれた公的領域で
あり、棚屋軸方向としての視界ではインテリア化された私的領域であるとい
うその性質を大きく変える空間であることを明かにした。
　この住空間に存在する家具や小屋等の配置関係によって形成される仮想壁
が、方向差による場の閉鎖性の変化を生み出していることがわかった。これ
らのことから、方向差により変化する仮想壁は、塀や壁に比べ曖昧な領域を
作り出すフィルターであるとまとめられた。
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　今後仮想壁による検証方法は、住居間境界における空間性質の分析におい
て有用に応用可能なものとして展望している。
　7-2.   今後の展望と課題
　今後の展望
　今後の展望は立体角量を用いた集落評価手法としての展望と集落空間研究
における展望、この２つの視点からまとめられた。
　まず、立体角量を用いた集落評価手法として、集落空間を定量化すること
だけにとどまらず、さらにそれを発展させたことに大きな意義を持っており、
都市の集合住宅の設計手法としても充分応用可能であることだ。本研究から
導いた視覚距離や開閉分布図、仮想壁による分析方法は今後都市における高
密度集住における配置計画にも適用することができるのではないかと考えら
れる。その理由は以下にあげられる。
①視覚距離においては、住居配置における視覚的尺度の人間的距離感の空間
スケールとして応用可能であること。
②開閉分布図においては、人間の生活要求に合わせた空間づくりを考える時、
閉鎖性あるいは開放性だけに偏った均質的な空間ではなく様々な要求に答え
られる幅広い空間形式を提案できる指標になること。
③仮想壁においては、住居配置の向きを計画する時に人間の行動パターン、
生活環境を調整する機能としての中間領域的空間の可能性、向きによって帰
られる住居間境界を様々なかたちで提案できること。
　次に、集落空間の研究に関する展望について以下にまとめられた。
①きびしい自然条件のもとで快適な生活空間を求め、最大の農業生産を得よ
うとする知恵と工夫の歴史的な蓄積がある。自然と対峙し、自然を統御し、
自然と共生しようとする居住空間の作り方や土地利用の仕方、すなわち、風
土的な条件を創造条件とする空間形跡の仕方である。
②集落や住居における共同体の形成・維持の仕方は、歴史が語るように通時
的に可変的で、かつ様々な様態を共時的に許すものである。したがって、住
居が多様で多義的なのは当然で、個人、部族のアイデンティティの表象のひ
とつとして解釈すべきものである。伝統的な集落や住居を調査・研究するこ
との意義は、人の住まい方の多様性を明かにすることである。その計画学に
対する効用は云わば漢方薬的で、即効性はないが、時間とともにおだやかに
発揮されるものである。
③集落における住環境の開放性を支える重要な要素は、コミュニティの結束
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である。各集落とも、集落社会の良好なコミュニティが保たれているからこ
そ、密集した集落においてもプライバシーが保たれるのである。集落内の人々
の出会いや繋がりを誘発し結束を保つためには、生活習慣に基づいた各種の
行事等があり、しかもこれらを行なう場としての寺などの存在や住居のつく
りがこれを補っている。開放的住環境の実現において、集落コミュニティの
存在の意義が大きいことは、既成集落の事例から明らかである。近隣の人間
関係が円満ならば、お互いのプライバシーについても過度に敏感になること
なく、開放的住環境が形成・維持される。
　このためには、単に住居の開放性を意図するのにでなく、外部空間のつく
りが重要であり、親密性やにぎやかさをつくりだす人間的スケールの距離感
を持った住宅配置が必要である。
　地域に根差した住居を実現すること、そのためには住居の開放性と共同性
を復活すること、それこそが人間的な集住環境をつくるための鍵である。そ
のことを認識して、その優れたデザインの実施例を社会にはっきり提示する
ことが今後の課題である。
　集落空間の研究における展開
　１．集落形態と現代の求める機能的形態の整合
　集落形態の評価に基づいて現代の空間に適用する効果の高い形態は何かを
選別したり、現代の車社会、生活スタイルの変化、土地の効率的な利用、な
どが要求する形態といかにすり合わせていくことが可能かを検討していく必
要がある。
　２．集落の評価において開放性・閉鎖性の形態だけではなく無意識の部分
や、空間への意味付けや、思い入れ、のようなものを手法を工夫しなければ
ならない。本研究の事例としてあげられている集落の形態は必ずしも住環境
の快適さを意図して作られたものではなく、自然と生活スタイル、風土、歴
史、宗教と対話して人間が自ら生み出したものであった。つまり、周辺環境
と生活スタイル、自然との対話や人間尺度の重要性、あるいはそれを了解し
アフォーダンスに行動できるような空間・環境づくりが必要性を教えてくれ
る。集落空間の定量的な実態把握と価値の明確化の作業を積み重ねることは、
そのためにこそ必要であるかもしれない。
　今後の課題は、より多くの集落を調査しそこから得たデータを基に、都市
における高密度集住の配置計画に援用し得る一つの空間形成手法として確立
して行くことにある。
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